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急性膵炎の発症,進展には,陣 の虚血性変化が重要
な因子であると従来より指摘されてきた。

今回,著 者らは膵に高濃度の脂肪酸を作用させ障害

陣を作成し,漸 時,膵 組織血流量の変動を観察した。

実験方法

2.5-3kgの 成熟家兎を少なくとも12時間以上絶食

とした後,Nombuta125mg/kg静 脈麻酔下に開腹 し,

解尾側の支配動脈である腹腔動脈内に CannulatiOn

し動注ポンプに接続した。高濃度の脂肪酸を膵に作用

させるため胃側に流入する主な分枝は結熱した。実験

群にはアルブミン1.6g,ォ レイン酸0.8ml(710mg)を

生食水中にsonicaterにて分散 し,作 成 した注入液50

ml,ま た対照群にはオレイン酸を加えず同様に作成 し

た注入液50mlを 60分で持続動注した。陣組織血流量は

針付き関電極を膵組織に刺入,固 定し水素ガスクリア

ランス法にて測定した。

結  果

陣組織血流量は,実 験群で動注終了後より漸時,低

下傾向を示 し,実験終了時点,300分値では前値に比べ

78%低 下し,対 照群 との比較でも有意差をみた。一方,

対照群でも漸時,低 下傾向を認めるが,進 行性でなく

120分値より300分値まで大凡,一 定 した数値を示 し,

実験終了時では前値に比べ37%低 下を示した (表 1).

考  象

解障害 と虚血性変化の研究において,Popperら めは

成犬に浮腫性膵炎を作成した後,膵 動脈を結繁すると

出血性膵炎,壊 死性膵炎に進展することを示し,虚 血

状態では細胞膜の安定性が失われ酵素に対する抵抗性

が減弱すると報告した。実際,臨 床的には,腹 部大動

脈瘤や心疾患を有する患者では膵炎発症率が高 く,
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表 1 陣 組織血流量 (meanttSD)

げmin/的Og

性変化が原因であるとされているりゆ.

今回の実験 では,解 障害によると思われ る血清

amylase値 の上昇を認めてお り,ま た同実験における

陣組織血流量では実験群において対照群 と比較 し有意

に低下傾向を認め, このことは膵障害 と膵組織血流量

の相関を示唆するものと思われた,こ れらの事実は陣

障害時には膵組織血流量は低下し,ま た逆に陣の虚血

性変化が膵障害を意起する可能性を示唆するものと考

えられた。
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